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部員不足による複数校合同チームの大会参加について 

 

日頃より当専門部の活動にご理解、ご協力を賜りお礼申し上げます。 

さて、標記の件については、令和８年３月４日に開催しました顧問総会において皆様から多数のご

意見をいただいたことから扱いを保留とし、事務局で再検討することとしました。 

まず、顧問総会では、全国大会での合同チームのガイドラインに合わせるべく、合同チームが６人

に達した段階で新たな学校の参加を認めないこととし、（例１）【Ａ校２人＋Ｂ校３人＋Ｃ校３人の合

同チーム】は、ＢとＣで６人となるため、３校での合同チームは認められず、Ａ校は新たな部員不足

の学校を探さなければならないと説明しました。 

しかし、改めて確認したところ、全国大会のガイドライン（2025 年 10 月５日改定版）では合同チ

ームの構成要件を次のように規定しています。 
 

① 部員不足とは単一の学校で部員が５人以下であることを指す。 

② 合同チームを構成する学校数は制限しない。但し、本大会にエントリーできる人数は 12 人以下

とする。 
 

したがって、上記（例１）については、ＡＢＣでの合同チームは認められることになります。さら

に、（例２）【Ａ校５人＋Ｂ校５人＋Ｃ校５人の合同チーム】も認められることになります。ただし、

この場合、試合にエントリーできるのは合計 15 人のうち 12 人までとなります。顧問総会の時点で、

事務局の認識に誤りがあったことを深くお詫びします。 

 

以上のように、認識の誤りを改め、全国大会のガイドラインの内容を整理した上で、改めて神奈川

県内の大会では合同チームを次のように扱うこととします。 
 

（１） 部員不足とは単一の学校で部員が５人以下であることを指す。 

（２） １チームの単位数を６人とし、複数チームに分割できる合同チームは認めない。 

（３） 上記（２）の条件を満たす限り、合同チームを構成する学校数は制限しない。 
 

例Ａ：３人＋３人＋３人＋３人【認めない】（６人の２チームに分割できるため） 

例Ｂ：５人＋５人＋５人【認める】（複数チームに分割できないため） 

例Ｃ：２人＋２人＋２人＋２人＋２人【認める】（複数チームに分割できないため） 
 

その他の点については、顧問総会資料の通りです。できるだけ多くの選手に大会に参加し、実際に

コートに立ってプレーをする機会を与えたいという趣旨からの措置です。顧問の皆様には趣旨をご理

解の上、円滑で公正な大会運営へのご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

なお、ご不明な点がございましたら遠慮なくお問合せください。 

 

問合せ先 

専門部委員長 鈴木 徹 

電話 042-760-6131（相原高校代表） 


